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さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
証
を
世
帯

別
か
ら
個
人
別
に
、
ま
た
、
携
帯

に
便
利
な
カ
ー
ド
タ
イ
プ
に
で
き

な
い
か
。

　

市
民
部
長　

来
年
度
で
カ
ー
ド

化
し
て
い
な
い
都
内
自
治
体
は
、

小
金
井
市
を
含
め
、
４
市
だ
け
と

な
る
。
現
時
点
で
の
カ
ー
ド
化
は

平
成　

年
度
に
予
定
さ
れ
る
市
役

２１

所
内
の
中
央
電
子
計
算
組
織
基
幹

シ
ス
テ
ム
の
統
合
計
画
が
終
わ
ら

な
い
と
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
国
の
医
療
制
度
改
革
の
行
方

を
み
て
、
将
来
的
に
カ
ー
ド
化
は

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

村
山
秀
貴
（
民
主
党
）

　

�
今
ま
で
も
全
国
レ
ベ
ル
で
活

躍
す
る
学
生
に
対
し
、「
小
金
井

市
立
学
校
部
活
動
補
助
金
交
付
要

綱
」
に
基
づ
き
様
々
な
補
助
を
行

な
っ
て
き
た
が
、
学
校
の
部
活
動

だ
け
で
な
く
個
人
的
に
活
動
し
て

い
る
青
少
年
に
対
し
て
も
大
会
遠

征
交
通
費
な
ど
の
補
助
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

　

教
育
部
次
長　

平
成　

年
度
に

１６

学
校
部
活
動
以
外
で
も
全
国
大
会

に
参
加
す
る
団
体
の
補
助
金
交
付

事
務
取
扱
基
準
を
策
定
し
た
。
今

後
、
一
定
基
準
を
満
た
し
た
団
体

は
支
援
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

た
だ
し
、
個
人
活
動
と
な
る
と
対

象
基
準
の
設
定
な
ど
の
問
題
が
あ

り
、
難
し
い
。

　

�
身
分
証
明
書
と
し
て
も
使
用

教
育
を
行
わ
な
い
か
。

　

教
育
部
長　

こ
れ
は
起
業
家
精

神
と
い
う
、
新
し
い
も
の
を
創
造

し
て
い
く
力
、
問
題
を
解
決
す
る

力
な
ど
、
ど
ん
な
職
業
・
立
場
で

も
必
要
と
さ
れ
る
も
の
。
そ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
今
後
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

経
由
で
キ
ャ
リ
ア
を
磨
く
機
会
を

提
供
す
る
�
草
の
根
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
�
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
情
報

を
収
集
し
、
特
に
若
年
層
に
対
し

て
の
支
援
策
を
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
」
等
、
要
請
し
ま
し
た
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

�
未
来
へ
の
挑
戦
意
欲
を
育
む

環
境
を
、
青
少
年
の
た
め
に
整
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
。
中
学
生
職

場
体
験
は
、
受
入
れ
先
が
少
な
い

た
め
職
場
訪
問
で
終
わ
る
こ
と
が

多
く
、
本
来
の
５
日
間
実
施
も
難

し
い
現
状
が
あ
る
。
行
政
が
団
結

し
て
応
援
し
て
は
ど
う
か
。

　

教
育
部
長　

今
年
度
の
予
定
は
、

３
日
間
が
３
校
で
前
年
比
２
校
増
、

２
日
間
と
１
日
が
そ
れ
ぞ
れ
１
校

で
あ
り
、
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

教
育
長　

受
入
れ
先
に
つ
い
て

は
色
々
な
と
こ
ろ
に
働
き
か
け
、

市
と
し
て
一
覧
表
を
作
成
し
、
統

一
的
に
全
中
学
校
が
協
力
し
て
職

場
体
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　

�
小
学
生
又
は
中
学
生
を
対
象

に
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で

活
躍
す
る
学
生
へ
の
補
助

活
躍
す
る
学
生
へ
の
補
助

小
・
中
学
校
に
お
け
る

小
・
中
学
校
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を

南
口
再
開
発
に
合
わ
せ
た
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

　

開
発
事
業
技
術
担
当
参
事　

�

建
物
の
不
燃
化
と
道
路
整
備
等
で

延
焼
を
防
止
で
き
防
災
効
果
は
大
。

　

企
画
財
政
部
長　

�
富
裕
団
体

の
芦
屋
市
で
も
震
災
発
生
で
、
平

成　

年
に
は
財
政
非
常
事
態
メ
ッ

１５
セ
ー
ジ
が
出
さ
れ
た
。　

年
度
末

１３

市
債
残
高
千　

億
円
は
震
災
前
の

１６１

４
・
８
倍
。　

年
度
決
算
で
公
債

１４

費
比
率　

・
４
％
、
起
債
制
限
比

２８

率　

・
５
％
に
。
当
市
の
再
開
発

２２
事
業
は
一
時
的
に
多
額
の
投
資
だ

が
市
民
に
大
き
く
還
元
さ
れ
る
。

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

南
口
再
開
発
は
無
駄
遣
い
で
は

な
く
、
土
地
の
高
度
利
用
や
都
市

基
盤
等
の
整
備
で
大
地
震
等
の
災

害
に
備
え
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
�

阪
神
大
震
災
の
教
訓
は
。
�
大
地

震
の
被
害
と
都
市
基
盤
を
整
備
す

る
防
災
と
の
関
係
は
。
�
財
政
状

態
が
最
良
の
芦
屋
市
が
震
災
復
興

の
た
め
の
財
政
負
担
は
。
�
首
都

直
下
地
震
は
切
迫
、
立
川
断
層
や

立
川
直
下
の
地
震
対
策
は
。

　

市
長　

�
阪
神
大
震
災
を
見
て
、

街
づ
く
り
が
防
災
上
や
被
災
の
最

小
限
化
に
絶
対
に
必
要
を
痛
感
。

　

総
務
部
長　

�
国
は
阪
神
大
震

災
後
防
災
体
制
を
見
直
し
、
当
市

も
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
た
。

�
都
は
首
都
直
下
地
震
の
被
害
想

定
を
発
表
、
当
市
も
中
央
線
高
架
、

大
型
開
発
は
無
駄
遣
い
だ

大
型
開
発
は
無
駄
遣
い
だ

か
ら
や
め
ろ
に
反
論
す
る

か
ら
や
め
ろ
に
反
論
す
る

憩いの場小長久保公園

思い出がいっぱいの学び舎

載
す
る
た
め
、
手
続
き
を
進
め
て

い
る
。
�
時
代
の
流
れ
に
沿
い
な

が
ら
、
質
問
者
の
趣
旨
を
踏
ま
え

て
現
行
体
制
の
中
で
や
り
く
り
す

る
。
�
現
時
点
で
は
難
し
い
。
�

今
後
の
研
究
課
題
。

　

経
済
課
長　

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
就
職
情
報
を
紙
ベ
ー
ス
で
も

提
供
す
る
。
�
国
や
都
の
打
ち
合

わ
せ
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後

研
究
課
題
と
す
る
。

■
こ
の
他
に
、
市
内
公
共
施
設
の

維
持
更
新
費
の
長
期
的
な
試
算
と

再
配
置
計
画
の
必
要
性
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

格
差
が
拡
大
す
る
中
で
、
雇
用

問
題
を
基
礎
自
治
体
と
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
�
市
内
の
雇

用
情
報
を
独
自
に
把
握
し
、
市
民

に
提
供
を
。
�
パ
ソ
コ
ン
を
持
た

な
い
人
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
だ
け
で
な
く
、
市
報
な
ど
で
も

就
職
情
報
の
提
供
を
。
�
経
済
課

の
事
務
を
勤
労
者
福
祉
で
な
く
、

実
態
的
に
労
働
行
政
に
し
な
い
か
。

�
国
や
都
の
労
働
関
係
機
関
と
連

携
は
あ
る
の
か
。
な
け
れ
ば
協
議

会
を
。
�
中
高
年
者
の
雇
用
促
進

の
た
め
、
中
途
採
用
し
た
市
内
事

業
者
に
助
成
金
を
。
�
市
内
雇
用

創
出
の
た
め
に
市
の
委
託
方
式
に

事
業
団
方
式
を
。

　

市
民
部
長　

�
今
年
度
市
内
求

人
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲

雇
用
の
促
進
に
よ
る

雇
用
の
促
進
に
よ
る

格
差
の
是
正
を

格
差
の
是
正
を

し
て
も
、
道
具
の
貸
し
出
し
と
か

保
険
を
か
け
る
と
い
う
よ
う
な
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

�
早
急
に
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
。
�
ご
み
の
処

理
、
道
具
の
貸
し
出
し
、
保
険
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
貸
し
出
し
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
北
多
摩
南

部
建
設
事
務
所
か
ら
現
地
確
認
の

上
対
応
し
た
い
と
い
う
報
告
を
受

け
て
い
る
。
低
木
の
管
理
な
ど
は
、

東
京
都
に
里
親
制
度
が
あ
り
、
市

民
参
加
に
は
課
題
の
調
整
等
、
協

力
要
請
は
し
て
い
き
た
い
。

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

公
園
の
管
理
や
市
内
の
清
掃
活

動
な
ど
実
態
と
し
て
市
民
参
加
は

進
ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
市
民

参
加
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
、
市

民
や
行
政
の
役
割
を
明
確
化
し
て

お
く
べ
き
と
思
う
。
�
小
長
久
保

公
園
で
は
こ
こ
３
〜
４
年
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
花
植
え
な

ど
維
持
管
理
が
行
わ
れ
、
材
料
費

な
ど
は
市
か
ら
出
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
ま
だ
、
ご
み
処
理
の
問
題

や
保
険
な
ど
の
課
題
が
解
決
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

要
綱
で
明
文
化
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
�
小
金
井
街
道
の
街
路
樹
が

枯
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
が
、
維

持
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

低
木
の
管
理
は
市
民
参
加
方
式
で

で
き
な
い
か
。
�
清
掃
活
動
に
関

市
民
参
加
に
よ
る

市
民
参
加
に
よ
る

美
化
推
進
を

美
化
推
進
を

いざという時の防災倉庫

た
り
、
家
庭
内
暴
力
事
件
が
続
発

し
て
い
ま
す
。
大
変
に
痛
ま
し
い

事
件
で
す
が
、
こ
れ
ら
要
因
は
家

庭
内
、
と
り
わ
け
父
親
と
の
意
思

疎
通
に
問
題
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
は
、
一
人
で
も
多
く

の
父
親
、
母
親
が
子
供
の
成
長
を

そ
の
目
で
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
後
の
家

庭
教
育
に
間
違
い
な
く
プ
ラ
ス
に

な
る
と
考
え
て
い
る
一
人
で
あ
り
、

土
曜
日
開
催
を
希
望
す
る
と
要
望

し
ま
す
。

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

�
昨
今
、
家
庭
教
育
の
重
要
性

が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
思
春
期

の
中
学
３
年
生
が
家
庭
以
外
で
見

せ
る
成
長
し
た
門
出
の
姿
を
一
人

で
も
多
く
の
父
親
た
ち
に
見
て
も

ら
い
た
い
と
卒
業
式
に
臨
席
す
る

た
び
に
痛
感
し
ま
す
。
ま
た
、
最

近
は
、
仕
事
を
持
つ
母
親
も
増
え
、

父
親
に
限
ら
ず
参
列
す
る
の
が
年

々
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
土
曜
日
に
卒
業

式
を
執
り
行
う
意
義
は
大
き
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
市
の

ご
見
解
は
？

　

教
育
部
長　

全
教
育
課
程
を
修

了
し
た
こ
と
を
証
す
る
平
日
に
行

っ
て
い
ま
す
。
土
曜
日
開
催
に
つ

い
て
は
意
見
と
し
て
承
り
ま
す
。

　

�
最
近
も
子
供
が
親
を
殺
害
し

中
学
校
の
卒
業
式
を

中
学
校
の
卒
業
式
を

土
曜
日
開
催
に
出
来
な
い
か

土
曜
日
開
催
に
出
来
な
い
か


